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交通防災まちづくりにおける社会実験 報告書



交通防災まちづくりにおける社会実験

自然災害に対する備えの周知
江東区の浸水エリアから臨海部への水害時事前避難訓練
「交通と防災をテーマにした2050年の首都圏の空間計画及び都市デザインの提案」の展示
産官学民共同の東京臨海部/江東区における交通防災まちづくりの検討

目的

① 「明日の危機ー関東大震災100年ー」交通防災展示
② バスを活用した水害時事前避難訓練
③ 産官学セッション

社会実験内容



社会実験の概要体制図
明日の危機 ー関東大震災１００年ー

主催：(一社）豊洲スマートシティ推進協議会

事務局：清水建設

交通防災展示
連携先：東京大学（羽藤教授）・清水建設

産官学セッション
連携先：国交省関東地方整備局・東京都

江東区・東京都観光汽船・大新東株式会社
豊洲/大島地区住民・東京大学 他

水害時事前避難訓練
連携先：大島４丁目団地・大新東株式会社・

豊洲５丁目マンション自治会・江東区・
清水建設

期間：9月1日～9月30日 ※金・土・日開催
場所：ミチノテラス豊洲（ミチラボ）
内容：
【協議会】「関東大震災の被災状況」「水害時の広域避
に関する提案および量子コンピュータ等を用いた事前避
難シミュレーション」の展示
【東京大学】「2050年の首都圏計画及び都市デザインの
提案」の展示
参加人数：429名

期間：9月21日
場所：ミチノテラス豊洲（ミチラボ）
内容：社会実験を通じての産官学民意見交換
参加人数：63名

期間： 9月１日
内容：【バス避難】大島四丁目団地→ミチノテラス豊洲

【交通防災拠点機能確認】Lアラート、炊出し、備蓄品
マンホールトイレ

【アンケート】バス避難の意識調査
参加人数：36名



①交通防災展示
９月１日～３０日 （金・土・日）

②水害時事前避難訓練
９月１日 １０時～1３時

③産官学セッション
９月２1日 １０時～１２時

スケジュール
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「明日の危機ー関東大震災100年ー」交通防災展示



関東大震災の被害/臨海部を活用した避難・救助

• 東京臨海部における当時の写真を展示した。

• 芝浦港は当時唯一の大型船が接岸可能であったため、救援物資や救護団、避難民等が海を介して集まる
災害支援拠点となったが、広さが十分でなく、混乱を招いたことから、その後の港湾整備の必要性を
再認識する契機となった。

上野駅の焼け跡（TOKYOアーカイブより引用） 芝浦港（港湾局アーカイブより引用） 新宿駅（TOKYOアーカイブより引用） 関東大震災における東京付近の木建物被害分布
（TOKYOアーカイブより引用）

※明日の危機ー関東大震災100年ー冊子より抜粋



現在の江東区災害時被害予想/臨海部の避難・救援拠点としてのポテンシャル

江東区の災害リスクの可視化 臨海部の災害に対するポテンシャル

※明日の危機ー関東大震災100年ー冊子より抜粋



皆で明日の危機を乗り越えるために
‐発災が事前に予見可能な水害から考える‐

江東区における水害時広域避難計画 鉄道による広域避難

江東5区の大規模水害タイムライン 江東５区の広域避難計画 地下鉄8号線延伸後の駅への
アクセス距離と滞在人口の集積

鉄道による広域避難の
しやすさを8号線延伸前
と後の変化を可視化

※明日の危機ー関東大震災100年ー冊子より抜粋



皆で明日の危機を乗り越えるために
‐発災が事前に予見可能な水害から考える‐

バスによる臨海部への事前避難（避難行動要支援者）
現状分析

※明日の危機ー関東大震災100年ー冊子より抜粋



バスによる支援策の検討

避難行動要支援者３万人の移動に最低でも26時間は必要
※明日の危機ー関東大震災100年ー冊子より抜粋



阪神淡路大震災からの東京への提言－海は壊れないインフラ－

• 阪神淡路大震災において海上自衛隊阪神基地隊司令として救援活動を指揮した（故）仲摩徹彌による
早稲田大学での講演記録（2003/10/21）の展示

被災地における自衛隊救援活動の実態
救援ルートの調査
救護の課題

拠点確保の課題
広域緊急医療
危機とは何か

※明日の危機ー関東大震災100年ー冊子より抜粋



東京大学「2050年の首都圏計画及び都市デザインの提案」

東大生による成果物の展示班 表題
橋本・八王子・立川 リニアと変える首都の未来
江東区・砂町 移動と滞留の調和、砂町
江東区・辰巳 水と緑で潤いが続く街
墨田区・京島 集い、憩い、訪れ、暮らす場所
墨田区・大横川公園 「横の繋がり」の再創造-下町の動脈を

作る-

追浜町 拝啓、50年後の追浜へ-拠り所のある緑
の中のまち-

追浜町 移動と賑わいで「おっ」住みよい、追浜

• 東京大学の演習課題「基礎プロジェクトⅠ」の成果を展示した。
• 関東大震災から100年にあたる今年度は、首都直下地震を想定しつつ、低地部の豪雨災害、インナーシティ、
郊外の人口減少を見越し、江東区、墨田区、神奈川県横須賀市追浜町、リニア中央新幹線駅となる橋本、周
辺の八王子、立川を対象に下記の提案がなされた。
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バスを活用した水害時事前避難訓練



水害時事前避難訓練の経緯

2022年12月に大新東株式会社は、車両運行
では初となる災害時協力協定を江東区と締結
自然災害発生時，区内で管轄する計45台の車
両を移送手段として
使用するサポート体制を整えた

災害時協力協定概要

課題
避難先や手法・ルートは決まっていない
前回の産官学セッションで「実際バスを何台
でどのくらいの時間がかかるのか知りたい」
との指摘があった



（再掲）水害事前避難シミュレーション

避難所等132か所から
臨海部の施設22か所

避難所等11か所から
臨海部の施設22か所



（再掲）水害事前避難シミュレーション結果

避難行動要支援者
３万人の移動に最低でも

26時間は必要



水害時事前避難訓練の概要
【目的】
・水害時事前避難シミュレーション結果のルート確認
・江東区が災害時協力協定締結をしている
大新東株式会社所有バスの運用検討

【実施概要】



水害時事前避難訓練結果
ルート図

シミュレーション結果

事前避難訓練結果

避難に要する時間は最低26時間

実際の避難に要する時間は約36時間

所要時間：27分33秒
移動距離：7.7km
時速：16.8km



交通防災拠点確認（ミチノテラス豊洲）
一時滞在スペース

災害時情報発信（サイネージ）

マンホールトイレ

キッチンカーによる炊き出し



訓練参加者のアンケート結果
バス乗車前と乗車後の意識変化

アンケートは60歳以上
の方15名を対象とした
（内75歳以上は11名）

歩行に対する不安が
少しでもあるとの回答

8人

2人 5人

6人 7人

水害時に避難するとの回答

広域避難時にバスを利用したいとの回答

はい
いいえ

乗車前 乗車後

乗車後乗車前



訓練参加者の実際の声

日頃の情報からある程度想定していたが，
訓練を通してより具体的な災害を感じるこ
とができた

浸水の恐ろしさがよく分かった

避難警報が発令されたら，自分の考えではなく，
指示に従って行動したいと強く思った

周囲の人は高齢者なので助け合う余裕は
なさそう

意識の変化不安や疑問

実際に災害が起きたときに本当に避難でき
る台数のバスを確保してくれるのだろうか

避難で海のほうに逃げるのに違和感があったが，
臨海部の安全性がわかった

14日間の備蓄品の量を想像できない

広域避難という言葉は知っているが，
内容や必要性まで正しく理解できていない
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産官学セッション



セッションの参加者と様子

日時：9月21 日 10:00～13：00
場所：ミチラボ
内容：社会実験を通じての産官学民意見交換

行政

国交省 関東地方整備局道路部
野坂部長
森山課長

松本課長補佐

東京都
総務局 総合防災部

西平担当課長
中嶋担当課長

デジタルサービス局
浅田主事
住吉担当

江東区
都市整備部 まちづくり推進課

吉田係長
瀧上担当
山口担当

地域振興部 地域振興課 湯野川担当

学識
東京大学

羽藤教授
中尾特任助教
学生12名

芝浦工業大学 楽 准教授

地元

豊洲地区連合会 馬締会長
5丁目マンション自治会 小山会長
豊洲1.2.3丁目連合会 森田副会長

大島4丁目団地

金子会長
関谷様
橋本様
平田様

民間

大新東株式会社 藤代企画室長
東京都観光汽船 村岡取締役

一般社団法人豊洲スマートシティ推進協議会
（IHI，清水建設，東京ガス不動産，三井不動産）

計63名



産官学セッションでのご意見

• 災害時の交通行動は変数が多く，シミュ
レーションが困難

• 事前のリスク周知，つながりの確保で
避難へのハードルを下げることができる

• サイネージを活用した，リアルタイムの
情報発信が多数のステークホルダーが関
わっており困難

• 産官学民の連携が不可欠

データ分析・情報収集発信

移動手段（バス・船）

防災教育・コミュティ

交通防災拠点・高台まちづくり

• 道路や道の駅・バスタの防災機能の確保の
必要性

• 交通行動支援の仕方を検討するべき
• 行政間をまたぐ避難先確保の検討が必要

• 防災に関する学校教育の必要性
• 万が一の防災対策として普段からの人の
ネットワークの構築が重要

• タワーマンションはコミュティが希薄
• 水害を自分事としてとらえてもらう仕掛け
づくりが必要

• 災害時の移動手段・運転手・乗務員の確保
が必要

• 災害時に船が果たせる役割を検討中
• 平時から船の利用（通勤等）機会を増やす



総括
項目 実施内容 今後の検討内容

拠点（ノード） • ミチノテラス豊洲の交通防災機能確認
• 臨海部のポテンシャルの展示

• 江東区拠点避難所の開設訓練
• 船着き場の運用方法

ネットワーク（リンク） • 地下鉄8号線延伸後の駅へのアクセス距離
と滞在人口の集積 • 豊洲と他地域との避難連携の検討

マネジメント（運営） • 水害時のバスを活用した事前避難訓練 • 江東区拠点避難所の開設運用訓練
• 産官学民連携した災害対応の検討

モビリティ • 水害時における鉄道，バスによる臨海部・
他地域への事前避難の展示

• 船，小型モビリティの災害時の活用方法
• 自動運転車の活用（平時・災害時）

データ分析
• 量子コンピュータ等による水害時事前避難
シミュレーション

• 避難パターンの現状分析
• 避難所の利用者数予測（災害の種類別・開設数別）

情報収集発信 • 水害時のサイネージ発信の実証 • 行政・民間の持つ災害情報のデータの集積
• 情報収集・発信の体制構築



各メディアでの紹介[1/2]

 読売新聞社（2023年9月2日）

 とよすと（2023年9月１日）  日刊建設工業新聞（2023年9月11日）



各メディアでの紹介[2/2]

 建設通信新聞（2023年9月11日）  豊洲5丁目街づくりニュース（2023年9月30日）
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